
修士論文（要旨） 
2012 年 7 月 
 
 
 
 
 
 

要支援高齢者の生活満足度に関連する要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導 芳賀博 教授 
 

老年学研究科 
老年学専攻 
210J6009 
坂本佳子 

 
 
 
 
 
 



目次 
 

Ⅰ．はじめに                                   
1. 研究の背景                                1 
2. 先行研究                                                                2 
3. 研究の目的と意義                                                         2 

3.-1 目的                                                                 2 
3.-2 意義                                                                3 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ．研究方法                                   
     1. 対象者と対象地域の特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 
    2. 調査期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 
   3. 調査方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

4. 調査内容                                                               4 
5. 分析方法                                                               6 
6. 倫理的配慮                                                             6 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
Ⅲ．研究結果                                                                    
   1.対象者の特性                                                            7 
     2.LSIK の分布と、基本属性別にみた LSIK の平均値                           7 
     3.LSIKと説明変数との相関                                                 7 
     4.重回帰分析による LSIK との関連                                          8  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

 
Ⅳ．考察                                                                        

1.対象者の特性                                                           8 
2.生活満足度の特性                                                       8 
3.生活満足度に関する要因                                                 9 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
Ⅴ．本研究の限界と今後の課題                                                  10 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
Ⅵ．まとめ                                                                    10 
Ⅶ．謝辞                                                                      10 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
引用文献  
 
図表   

 
資料 
 
 



1. はじめに 
介護保険制度施行開始以降、サービス利用者数は増加の一途をたどっている。軽度認定

者の大幅な増加とそれらの状態の改善につながっていない等の報告を受け 2)、2006 年に

「予防重視型システム」への転換がはかられた。平成 22 年 6 月現在、要支援 1,2 高齢者

は認定者数の中で約 26％と最も多くを占めている。これまで機能向上プログラムに対する

効果評価 4)-6)や、軽度認定者の介護度の悪化または改善に関する要因 7)8)等について注目さ

れてきている 1)2)3)が、介護予防の最終目標である、生活の質(QOL)の維持・向上に関する

研究はあまり取り上げられていない現状にある。高齢者の主観的幸福感に関する先行研究

では健康度 20)、社会経済的地位 12)21)、社会活動 22)24)、役割 25)、性差 26)27)、ソーシャルサ

ポート 28)-30)、社会的ネットワーク 31)等の報告があるが元気高齢者を対象にしたものが多

い。今後増加が懸念される要支援高齢者に限定した、生活満足度に関連する要因に着目し

尺度を用いて明らかにした研究はない。本研究の目的は、介護保険サービスを利用してい

る要支援高齢者の生活満足度に関連する要因を尺度を用いて明らかにすることである。 
2. 研究方法 

対象者は神奈川県座間市の、相模台地域包括支援センターの担当地域の 65 歳以上高齢

者で、要支援 1,2 の介護保険サービス利用者である。本研究の趣旨を理解し協力が得られ

た 26 名に対し、同センターのケアプラン作成者同行の下、研究担当者が自宅訪問による面

接聞き取り法にて行った。分析方法については、説明変数は基本属性（平均年齢、世帯構

成、配偶者の有無、要介護度、居住歴、教育歴、暮らし向き）及び健康状態（健康度自己

評価、受診状況、外出頻度、老研式活動能力指標１）の手段的自立合計得点）ならびに社会

関係（「いきいき社会活動チェック表」38）-42)に基づく社会活動得点、家庭内役割 47)48)、日

本語版 LSNS-649)とし、目的変数には LSIK15)-17)19)を用いた。分析は基本属性、健康状態、

社会関係について単変量解析を行い、LSIK との相関が有意であった変数について重回帰分

析を行った。倫理的配慮として、調査は桜美林大学研究倫理委員会の承認(No.11050）を得

て実施した。 
3. 結果及び考察 
要支援高齢者の LSIK は 3.8点であり、先行研究結果と比較した結果、低い傾向にあった。

要支援高齢者の生活満足度に関連する要因を総合的に検討するために重回帰分析を行った

結果、「日本語版 LSNS-6 合計得点」と有意な正の関連がみられた。すなわちソーシャル

ネットワークサイズが大きい人ほど生活満足度は高いということである。要支援高齢者が

外に出かけ、新たな人と知り合いソーシャルネットワークサイズを広げていくためには情

報提供や外出できるための支援が必要となる。現在、地域包括支援センターが主にその役

目を担っているが、これに限らず要支援高齢者が住む生活圏域の高齢者クラブ、町会等の

関連機関や行政が一体となって取り組み支援することが重要になってくると思われる。 
4. 本研究の限界と今後の課題 

本研究は対象者数が 26 名と極めて少なく、結果を一般化することはできない。対象者

は学歴が高く、暮らし向きはゆとりがある人が多い、いわば偏りのある集団ともいえる。

調査に答えていない人たちの生活満足度に関連する要因については今回明らかにされてお

らず、今後要支援高齢者の生活満足度を高めていくためにはこれらの人たちへの調査を実

施し明らかにしていくことが求められると思われる。 
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